
その他取組

• 氷蓄熱空調機

夜間電力を使用して氷をつくり、日中空調へ

使用する

• 熱源の分散化

中央式から個別分散式へ移行し、搬送ロス

を削減

• 高効率冷凍機への更新

など



筑波大学エネルギー管理体制



TEMS ｜筑波大学電力情報システム
University of Tsukuba Electricity Monitoring System

電力使用状況を系統的かつ即時に把握するための
データベースシステム

・筑波キャンパス内電力使用を建物毎・電気室毎（８９箇所）に計測
・各地区の電力使用状況を１時間単位にウェブ上でモニタリング
・電力管理地区及び地図情報の何れからも電力使用状況を確認
・過去３年分電力データの保存
・前年度比やピーク予想時間など解析結果の表示
・地図情報システム（Google Maps）上に「電力マップ提示」を表示

・学内のホームページで閲覧可能

施設部と利用者が連携をはかり、構築したシステム



TEMS ｜筑波大学電力情報システム
University of Tsukuba Electricity Monitoring System



TEMS｜筑波キャンパス使用量



TEMS｜管理地区別一覧表示



TEMS｜電力管理地区名称一覧

８９地区に細分化し、
電力監視を行う



TEMS｜
電力マップ表示

地理的位置に基づく電力量表示



期待される効果

・教職員・学生全員が電力使用量を容易に把握
することが可能

・施設部が管理してきたデータを共有することに
より利用者と共に計画的な節電方法を立案

・各部屋等詳細部分は集中検針設備により把握
（計画的に設置中）

今後の電力管理の強力な支援ツール今後の電力管理の強力な支援ツール

TEMS｜『電力見える化』による効果



効果と課題
効果
•新技術や高効率機器の採用によるエネルギーの使用低減

（建物新営分含む）
•ＴＥＭＳ等の活用により教職員や学生に使用量を周知でき、

利用者への省エネ意識が向上

課題
•省エネ機器導入にあたり、コスト面の検討が必要

（イニシャル・ランニングコスト、ＬＣＣＯ２）
•詳細部分までのエネルギー使用量の把握

（計器類設置）
•利用者への周知とさらなるＣＯ２の削減

（不要な照明・空調等への取組方法）
•災害に強いキャンパスづくり

（インフラ関係）



ご清聴ありがとうございました。


